
平和宣言 
長崎市立長崎中学校 

 

1945 年 8月 9日、午前 11 時 2分。 

 81 年前の今日、たった一発の原子爆弾により長崎の街が姿を変えました。同時に愛する家族や

友人の尊い命が犠牲になり、見慣れた景色は瓦礫と化し、住み慣れた家は跡形もなく消え去り、

被爆者の何もかもが奪われました。 

 あの日から 81年。長崎のまちは人々の努力と希望によって復興を遂げました。しかし、世界に

は今もなお、争いや貧困、差別によって多くの人々が苦しめられています。 

 

 今の日本、長崎は安心して平和に暮らせるまちです。一方、被爆者の方々は、81 年間、放射線

による苦しみは長く続き、心にも、一生終えることのできない大きな傷を負っています。 

 被爆者の方の高齢化が進む中、私たちは、被爆者の方々の声に耳を傾け、平和学習を通して身

につけた知識、被爆者の思いを語り継いでいかなくてはなりません。 

 

 平和はどこにあるものなのでしょうか。 

 

 あたたかいお風呂に入れること、美味しいご飯が食べられること、自分が夢中になっているこ

とに取り組めること、嫌いなものに嫌いといえること、学びたいことを学べること。 

 これらは、私達が当たり前に暮らしている生活そのものです。皆さんは、この当たり前の幸せ

が奪われた生活を想像したことがありますか。 

 平和は、たった一度の攻撃で失われ、取り戻すのには途方もない努力と時間が必要になりま

す。だからこそ、私達はこのあたり前の幸せを守っていかなければなりません。争いのない、誰

もが安心して暮らせる世界を、次世代へ繋いでいくために。 

 

 私達の毎日が、平和で笑顔あふれるものであり続けるよう、長崎中学校生徒一同は、次の３つ

のことを宣言します。 

 

①命は時間です。自分に与えられた時間をどのように使うかよく考え、一日一日を大切に過ごし

ます。 

②世界で起きていることに目を向けて、それを解決するために自分にできることは何かを常に考

えて生活します。 

③いじめや差別は絶対に許しません。相手を尊重し、助け合いの心を持って行動します。 

 

 以上の３つを胸に刻み、私達の手で平和な世の中を作っていくことをここに誓います。 

 

 

 令和８年８月９日 長崎市立長崎中学校生徒会 


